
【目標達成計画】
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目　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

1 4・37
運営推進会議において多くの参加を得て
活発な会議とする。また市の防災体制を
把握し、地域との協力体制を築く。

運営推進会議の議題設定及び質の向
上。

議題設定については、BCP研修の中身や課題など
の情報提供や意見交換を行い、また会議出席者に
ついては、ご家族や地域の自治会長などに強く出席
願いを行っていく。

ご家族については既に約３
割の方が出席してくださって
いるが、７割を目指し、地域
の方々についても強く要望
していく。何れも早期実現を
めざしていく。

2 8
管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学び、さらに
それらを活用できるよう支援していく。

管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について、さらに学ぶ
機会を持ち、個々の必要性に応じて、そ
れらを活用できるようにする。

日常生活自立支援事業や成年後見制度について、
あるいはその違い、さらには利用者や家族に有益な
支援につながるよう、ウェブサイトや様々な資料を用
い、それらを活用できるよう学習していく。

早期実現を目指していく。

3 28
介護計画について、本人やご家族等の意
見を反映し、さらに現状に即した計画を作
成していく。

介護計画について、本人やご家族等の意
見を反映し、さらに現状に即した計画を作
成していく。

介護計画には、日常の職員が記すノートや介護記
録、また医師の意見書などを元に作成しているが、さ
らに職員個々の意見や気づきを求め話し合い反映し
ていく。

ケアマネジャーと話し合い
早期実現を目指していく。

２、目　標　達　成　計　画
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